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4. 研究課題の概要（300字程度） （申請書から変更がある場合は、変更点が分かるように明記してください） 

 

本研究は、北アメリカの博物館や個人コレクターが所有する日本美術品を、ARC のデジタル・アーカイブ技

術を借りてデジタル化を進め、１館毎の博物館の壁を越えた総合的な日本美術品カタログを共同作業によって

WEB 上に構築するものである。このプロジェクトでは、従来の冊子目録のレベルを脱して、画像情報あるいは３

次元モデルを作成して ARC のリソースデータベース群に搭載し、各機関の収蔵品の比較検討を可能とし、メン

バーが相互にオンライン上で情報交換できる環境構築する。そして、一般公開作品をさらに拡大し、Japan 

Search 等のプラットフォームへの登載に繋げ情報流通を加速化する。 
 なお、これまでヨーロッパと北米の両地域を対象としていたが、コロナ禍の現状を鑑み、今年度、本プロジェク

トでは、対象を北米に絞って活動する。 

5. 研究成果の概要 （この項は、本センターのホームページ・紀要等で公開することがあります） 

ARC のデータベース群が持つ研究者向けに開発された様々な機能を駆使し、効率よくメタデータを作成、解

説・翻刻などの専門性を要求される情報を、メンバーによって蓄積している。 

ユーロピアーナや、Google Art and Culture、あるいは、日本の文化遺産オンラインのような一般閲覧者を利

用者として想定するのではなく、学芸員や研究者の専門的な知見が蓄積され、研究論文のための情報源、学

芸員の日常の展覧会の設計・内容の充実化が図られ、そうした段階を経て、一般ユーザーに作品の理解をより

いっそう促す、新たな知見による解説・企画を届けるようにするための情報基盤構築活動である。 

知識や意見の交換、アノテーション付与、解読支援機能など高度な情報蓄積・コミュニケーション機能を提案

しており、ARC データベース群のシステム開発にも貢献した。2021 年度は、ARC のデータベース群を「ARC リ

サーチスペース」として、ワンランク上の総合システム化を提案し、レファレンスデータベースの充実にも努めた。  

今年度もコロナ禍によって、立命館若手研究者による海外アーカイブは、今年度も実現を見なかったが、本

プロジェクトが、共同研究拠点のプロジェクトとして継続してきたなかで蓄積してきたデータ、とりわけリソースデ

ータベースのメタデータ充実に務めた。 

 

 

6.  研究業績（この項は、本センターのホームページ・紀要等で公開することがあります） 

本年度もコロナ禍は解決せず、研究活動は制限されたが、以下のような活動を行った。 

１，デジタル化済みヨーロッパ各所蔵機関収蔵の作品も含め、メトロポリタン美術館、シカゴ美術館、バークレー

美術館の浮世絵メタデータの充実を図った。 

２， ARC 浮世絵ポータルデータベースに、AI 画像マッチング型検索機能が追加され、かつ ImageNote 機能の

能力向上により、マイクロデータ型情報蓄積を行った。 

３，とくに勝川派浮世絵のメタデータ、とりわけ役者絵の上演情報考証を実施し、データ化した。 

４，ARC バーチャルインスティチュート上に「勝川派デジタル研究所」を開設した。 

５，UCB の東アジア図書館に所蔵される「美術品入札目録」のデジタル化、ならびに細目データ化をターゲット

とし、海外他機関、日本国内の研究状況を確認した。 

（２）論文 
Bincsik, Monika, Collecting inspiration : Edward C. Moore at Tiffany & Co., The Metropolitan Museum of Art 
New York, 2021 
赤間 亮, 浮世絵の中で"妖怪画"はどのように描かれてきたのか, アート・リサーチ, 22-1 号, 2021.11, pp.1-
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